
・　異形鉄筋：　・　ＳＤ２９５Ａ（規格品）　　

３．その他特記事項は、（　）内に記載する。

００　特記仕様書の取扱いについて ０２　仮設工事

１．仮囲い

・　高さ：　・　１．５Ｍ　　・　１．８Ｍ　　・　３Ｍ以上　

・　仕上：　・　仕上なし　　・　ペイント仕上　

・　意匠：

２　係員詰所

　　　　　　　　温湿度計、テストハンマー、ノギス、安全帽、

　　　　　　　　来客用安全帽、長靴、水平垂直器、ロッカー、

　　　　　　・　クーラー　　・　その他（　

　　　　　　・　その他（

　　　　　　・　その他（　

　　　　　　・　その他（

　　　　　　・　その他（　

　　詰所に係る諸経費は、一切請負者の負担とする。　　

　　　　　　・　冷蔵庫　　・　消火器　　　

・　設備：　・　電灯　　・　給排水、給湯設備　　・　電話　　　

・　係員詰所は工事打合せに便利なように請負事務所に隣接して建てる。

３　看板　　

　　あらかじめ係員と協議する。

・　本工事現場に提示する看板は、大きさ、書体、仕上げ、取付位置など

５　障害物の処理

６　設計Ｇ．Ｌ． ・　標準Ｇ．Ｌ．の決定及び、Ｂ．Ｍ．の設置は、係員の立会いのもとに行う。

７　保護設備 ・　本工事の施工に当り、付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して

　　損害を与えないように、必要な保護設備を計画し、係員及び各関係の

　　旧工事をし、これに要した費用は、請負者の負担とする。

　　損傷部は完全に復旧する。

　　承認を得て実施する。万一損害を与えた時は、速やかに応急手当、復

・　工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。

０３　土工事　

１　根切り　

・　規模：　・　１０㎡内外　　・　２０㎡内外　　・　３５㎡内外　　

・　特殊工法

２　敷地整理

・　根切完了後、深さ、大きさ、床さらいの状態について、係員の承認を

・　樹木：　・　移植　　・　伐切　　・　その他（　　　

３　埋戻し、盛土 ・　埋戻し：　・　根切土使用　　・　その他（　

・　盛土：　・　無　　・　有

　　クリート地業

４　残土処分 ・　場外搬出

・　場内堆積　　・　場内敷均し

・　その他（

　　施工設計図を提出し、係員の承認を得るものとする。

　　得るものとする。

０４　地業工事

１　地耐力試験

・　杭の種類：　・　ＲＣ杭　　・　ＰＣ杭　　・　その他

・　長さ等：　詳細については構造設計図特記による。　

３　場所打コン

・　使用鉄筋：　詳細については構造設計図特記による。　

・　コンクリート：　詳細については構造設計図特記による。　

　　　　　　　　・　その他（

・　積荷試験：　・　不要　　・　必要　　　ヶ所

・　工事着手前に根切方法、山留工法、排水方法、使用機器等を記した、

・　杭の種類：　・　アースドリル杭　　・　ベノト杭　　・　深礎工法

・　範囲：　・　道路面、および安全上必要と思われる範囲とする。

・　構造：　・　プレハブ造　　・　木造　　・　その他（　

・　備品：　・　机、椅子、書類及び図面棚、図板、定規、黒板、　

４　割栗及び

５　ラップルコン

　　クリート地業

６　均しコンク

　　リート地業

７　ポリエチレン

　　フイルム敷き

８　特殊工法

０５　コンクリート工事

・　コンクリートの種別：　・　普通コンクリート　　

　　コンクリート 　　　　　　　　　　　　　・　早強コンクリート　　

　　　　　　　　　　　　　・　その他（

　　　　　　　　・　その他（

・　コンクリートの供給：　・　レデイミックスコンクリート

　　　　　　　　　　　　　・　現場コンクリート

　　　　　　　　　　　　　・　その他（

２　軽量

　　　（構造用） ・　設計基準強度：　・　１８Ｎ／ｍ㎡　　・　２１Ｎ／ｍ㎡

　　　　　　　　　　・　２４Ｎ／ｍ㎡　　・　その他（

３　寒中 ・　適用範囲：　　年　　月　　日～　　年　　月　　日

４　無筋

・　防水押え床かさ上げコンクリート：　Ｆｏ＝１３．５Ｎ／ｍ㎡

５　軽量

　　コンクリート

　　　　　　　　　　・　その他（

　　　　　　　　・　その他（

　　（非構造用）

　　　　　　　　・　その他（

・　粗骨材：　・　火山砂利又は石灰ガラ　　・　人工軽量骨剤　

　　　　　　　・　その他（

　　　　　　　・　その他（

・　細骨材：　・　川砂　　・　山砂　　・　海砂

６　型枠

・　剥離剤：　・　使用不可　　・　使用可（　

・　存置期間：　建設省告示等１１０号による。

・　打放しコンクリート仕上りのかぶり厚増：　・　２０ｍ／ｍ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　その他（

・　コンクリート面の仕上り程度：　・　目違い不陸等極めて少ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良好な面とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　目違い不陸等の少ない良好な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　打放しのままとし目違いばら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いを行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　モルタルを詰める。

　　　　　　　　　　　　　　　・　面うちに仕上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　・　コンクリート面に合わせ仕上げる。

７　試験

　　保管する。

８　運搬及び

　　　　　打込

０６　鉄筋工事

１　一般事項 ・　鉄筋の使用範囲は、構造設計図による。

・　鉄筋の継手及び補強配筋等については、共通仕様書の他に、構造設計

　　図記載の、基準詳細図等を優先とする。

　　の承認を受ける。

２　材料

　　　　　　　　・　その他（

３　継手 ・　種類：　・　ガス圧接継手（　・１６φ以上　　・　１９φ以上）

　　　　　　・　重ね継手　　・　アーク溶接継手

　　　　　　・　その他（

　　　　　　・　その他（

０７　鉄骨工事

１　一般事項 ・　使用範囲及び区分は、構造設計図による。

・　鉄骨の継手、仕口及び補強部分その他については、共通仕様書の他に

・　工作図または、原寸図（製板および定規を含む）を作成し、係員の検

　　査を受ける。

・　コンクリート打込に先立って、設計、施工条件を十分考慮し、適切な

２　普通鋼

・　防錆塗装：　素地調整の程度　・　第一種ケレン（ブラスト法）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　第二種ケレン（機械的作業）　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　第三種ケレン（手工具作業）

　　　　　　　　能な部分は、工場２回塗とする。

・　仕上塗装：　・　オイルペイント　　・　グラファイトペイント

　　　　　　　　・　その他（

　　　　　　：　塗装回数は、工場１回、現場１回、但し組立後塗装不可

　　構造設計図記載の、基準設計図等を優先する。

・　高力ボルト：　・　Ｆ８Ｔ　　・　Ｆ１０Ｔ　　・　Ｆ１２Ｔ　・　Ｓ１０Ｔ

・　普通ボルト：　ＳＳ４１とし等級は中ボルト程度とする。

・　リベット：　ＳＶ４１Ａ（規格品）

・　熔接材料：　ＪＩＳ・Ｚ・３２１１規格に適合するもの。

・　鉄筋の加工、組立に際しては、あらかじめ鉄筋加工図を作製し、係員

・　水セメント比：　・　６０゜／ｗｔ以下　　・　７０゜／ｗｔ

　　コンクリート

・　気乾比重：　・　１．８　　・　１．２　　・　１．１

　　る施工計画書を作成し、係員の承認を受けるものとする。

・　コンクリートの圧縮強度試験は、公認の試験所に於て行うことを原則

　　とする。

４　工事用水電力 ・　利用できる　（・　有償　　・　無償　）　　・　利用できない　

・　不要　　・　必要　１　ヶ所　載荷試験　　

・　プレボーリング拡大根固工法：　詳細については構造設計図特記による。　

・　長さ等　：　詳細については構造設計図特記による。　

　　　　　　　　　・　その他（

　　　　　　　　　・　その他（

・　粗骨材　：　・　川砂利　　・　砕石

　　　　　　　　・　その他（

・　細骨材　：　・　川砂　　・　山砂　　・　その他（

　　　　　　　　　　・　０．３ｋｇ／㎡～０．６ｋｇ／㎡

・　気乾比重　　：　・　１．８以下　　・　その他（

・　粗骨材　　　：　・　　人工軽量骨剤　・　その他（

・　細骨材　　　：　・　　人工軽量骨剤　・　その他（

・　材料　：　・　複合合板　（厚１２ｍ／ｍ）　　・　縁甲板（厚　　ｍ／ｍ）

　　　　　　　・　金属性型枠パネル　　・　その他（

・　工法　：　・　ボルト式　　・　番線式　　・　その他（　

２．細目は、○印をつけたものを適用する。

１．項目は、項目番号に、○印をつけたものを適用する。

　　　砂利地業

・　混和剤等：　・　減水剤　　・　防縮剤

・　塩化物規制　：　・　０．３ｋｇ／コンクリート㎡以下

・　基準強度：　・　９Ｎ／ｍ㎡　　・　１３．５Ｎ／ｍ㎡

・　木コン等による穴の仕上：　・　打放し仕上の場合、保水剤入り

・　採取した試験体は工事現場等、請負業者の直接管理下にある場所に

　　　　　　：　錆止塗装は、仕上塗装種別に応じた同系錆止塗料とする。

・　普通鉄筋：　ＳＲ２３５（規格品）　　

　　　　　　　　・　ＳＤ３４５（規格品）　　・　ＳＤ３９０（規格品）

・　形鋼・鋼板：　・　ＳＳ４００　　・　ＳＭ４００　　・　ＳＭＡ４００

　　　　　　　　　・　ＳＭ４９０　　　

・　軽量形鋼　：　・　ＳＳＣ４００（規格品）　

・　鋼管　　　：　・　ＳＴＫ４００　　・　ＳＴＫ４９０

・　工事完了後、建物引渡し前に全体の掃除を行い、工事による公道の

・　土間コンクリート：　Ｆｏ＝２１Ｎ／ｍ㎡　スランプ１５ｃｍ以下とする。

・　設計基準強度：　・　１８Ｎ／ｍ㎡　　・　２１Ｎ／ｍ㎡

　　　　　　　　　　・　２４Ｎ／ｍ㎡　　・　その他（

設計年月日

縮尺 図面番号

図面名称

工事名称　秦野市堀川１３－２

（株）岩田幸司設計事務所
１級建築士事務所

ＴＥＬ　０４６３－８８－３００７

〒２５９－１３０５

係員の指示のあるもの

ＡＥ減水剤

４　鉄筋

　　スペーサー

５　ガス圧接部

の試験

・　種類：　・　金属製　　・　モルタル製　　・　塩ビ製

・　種類：　・　引張試験

・　試験杭：　詳細については構造設計図特記による。　

　　コンクリート

　　コンクリート

２　既設杭地業

※構造図による

※構造図による

（自由処分）

・　構造：　・　鋼板製　　・　木製　　・　その他（　　

１　鉄筋

０１　一般共通事項

１　適用範囲

　るものであり、各工事において、他の工事との関連ある事項は、各々

　該当の記載事項を参照する。

・　本特記仕様書は、各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記す

２　疑義　 ・　設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上当然必要と認めら

　れるものは、係員の指示に従うものとする。

３　優先順位

　１．現場説明事項（質疑応答書を含む）

　２．特記仕様書

　３．各設計図

・　本工事の設計図書等の優先順位は、下記による。

　４．共通仕様書（建設大臣官房官庁営繕部監修）

４　材料試験

　の負担とする。

　その成績表を提出し、又は係員の認める試験所で試験を行い、確認を

　受けなければならない。なお試験に要する諸経費は、すべて請負業者

・　本工事に使用する材料のうち、係員により指示のあるものに関しては

５　提出図書 ・　本工事の施工に伴う、提出図書は、下記に定める他、必要に応じて、

　係員と協議の上、作成するものとする。

１

提出書類 期限 部数 備考

工事請負契約書写 契約後すみやかに

２ 工事工程表 ネットワーク工程表契約後すみやかに

現場代理人等選定届写 契約後すみやかに 別紙経歴書を添付３

４ 仮設計画書 契約後すみやかに

５ 施工図、製作図 各工事毎その都度

６ 工事月報 一ヶ月ごと

７ 打合議事録 その都度

８ 材料試験成績報告書 試験後

９ 官公署出願書類控 その都度

１０ 完成届 工事完了時

１１ 工事竣工引渡書類 竣工時

１２ その他係員の指示による

工事進歩表、写真、日報添付

６　定例打合

　に各工事責任者を招集し、打合せを行うものとする。

　のとする。

７　既設部分

　　　との取合

・　工事の円滑な進行を計るため、係員の指示により、工事期間中定期的

・　請負者は、定例打合会議議事録をとり、その都度係員の承認を得るも

８　別途工事 ・　別途工事についての工事工程ならびに、納まり等に関して、別途工事

　　　　その他 　　認められる損害は、請負者の負担にて、敏速丁寧に復旧する。

・　本工事竣工に際しては、本工事場所が、工事による騒音、振動などに

　　　　　会議

　　などにより破損、損傷させた個所は、今回工事仕上げ及び、旧工事、

　　業者と密接に連絡し、調整に当らなければならない。

　　に従い、施工計画を立て、関係官庁の指導を受ける。

　　仕上同材にて完全に補修しなければならない。

　　ついて地域規制されていないかを確め、規制されている場合は、規制

・　竣工写真は、黒表紙金文字入製本、建築写真家によるものとし、

・　既設建物と今回工事の取り合い部分、その他で納まりおよび工事の都合

・　工事竣工図は、黒表紙金文字入製本とし、二部提出する。（Ａ２版観音開き）

（細部は秦野市役所の指示に依る。）

９　工事保証９　工事保証

１０　室内環境

・　建物竣工引渡し後　　２　年以内において工事不良のため、生じたと

・　室内の空気汚染対策　

ホルムアルデヒドの放散量が日本農林規格（JAS)、日本工業規格（JIS）で定める

F☆☆☆☆（旧Fｃｏ）等級のものとする。　下地も同様とする。

１）壁紙等の施工に使用する接着材はホルムアルデヒド不検出のものとする。

２）床複合フローリング、巾木等の施工時に使用する接着剤は水性系（エマルジョン系）

３）壁紙、木工用接着剤等に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

工事完了後、引き渡しの間に室内空気中の化学物質について測定し報告する。

測定対象化学物質については、ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン

なお、測定結果が厚生労働省の指針値以下であることを確認した上で引渡しを受ける

ものとし、指針値を超えた場合は、換気等の措置を講じた後、再度測定を行うこと。

測定方法については、測定バッジＦ（ホルムアルデヒド用）測定バッジＶ（揮発

性有機化合物用）同等以上のものとする。

室内仕上げ材・建具類の芯材に用いる合板類、収納家具及び複合Fローリング等は

１

２

２

１

１

１

１

２

１

１

１

・　長期支持力　Ｆｅ＝４５ＫＮ／㎡

・　地業の種類：　・　割栗　　・　砂　　・　砂利　　・　砕石　

　　　　　　　　　・　その他（

・　厚さ：　・　１５０ｍ／ｍ　　　・　１００ｍ／ｍ

・　コンクリートの調合：　セメント１・砂３・砂利６（容積比）

・　コンクリートと玉石の比率：　・　１：１　　・　その他（

・　調合：　セメント１・砂３・砂利６（容積比）

・　不要　　・　必要　厚０．１５ｍ／ｍ

・　厚さ：　　・　５０ｍ／ｍ　　・　３０ｍ／ｍ

３　耐候性

　　　高張力鋼

・　高力ボルト：　・　Ｆ８Ｔ　　・　Ｆ１０Ｔ　　・　Ｆ１２Ｔ

・　熔接材料：　ＪＩＳ・Ｚ・３２１２規格に適合するもの。

４　工法

・　その他（

５　溶接部の

　　　　　試験 　　　　　　　　　・　その他（

６　溶接工の

　　　技量確認

・　ボルト工法　　・　熔接工法（アーク熔接）

・　鋼材　　　：　・　ＳＰＡ　Ｈ／Ｃ　　・　ＳＭ５０Ａ／Ｂ／Ｃ

　　　　　　　　　・　ＳＭ５０ＢＣ　　・　その他（

・　行う　　・　行わない　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　その他（

・　使用材料　：　・　裸使用　・　表面処理（・　ウェザーコートⅠ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ウェザーコートⅡ

・　試験の種別：　・　超音波探傷試験　　・　Ｘ線検査

７　試作品 ・　必要　　・　不必要

８　製作工場 ・　Ｍグレード以上

・　溶融亜鉛メッキ処理：　・４００ｇ／㎡

平成１７年度秦野市くずは青少年野外センター再整備事業活動棟建築工事

活動棟　特記仕様書（１）

エチルベンゼン・スチレンとし、本工事においては、３箇所の測定を行うものとする。

Ａ－０２

　　とし、トルエン・キシレンなどの有機化合物の含有の少ないものとする。

（部数：カラーキャビネ版　２部提出）

アルバム貼付にて提出の事、またカット数は別途指示する。


